


千種城跡は小高い丘の上。急な階段を登ります。

（三重県文化財指定史跡） 

中世時代に北勢地域を統治した豪族、千種氏

の居城跡。 

昭和３８年に発見された杉谷遺跡は、大規模な中世寺院の墓地とし

て、多数の出土品が発見されています。 

初めて訪れた方も多く貴重な遺跡の存在に驚いていました。 

熊野神社近くの山道を登って杉

谷遺跡に向かいます。 

千草の常夜燈。総高７㍍に近い県下NO1の大きさ

を誇ります。村のシンボルであり、そこを通る人々

の道標となりました。 

この中世遺跡の発見は、骨董

泥棒事件によって判明との諸

岡さんの説明を受け、意外な

事実に一同驚きました。 



「田光の辻」 

巡見街道と八風街道が交差す

る田光の辻は八風街道が賑

わった頃は交易物運搬の問屋

も置かれ、また、田光村の

「郷倉」も建っていました。 

この辻には大きな椋の木があ

ります。 

（諸岡さんの詳しい説明に聞

き入ります） 

この日は参拝者らにお餅が振る舞われました。 

あんこ・きな粉・青のりのつきたて餅を御馳走になりました。 

最後は、天狗を中心に記念撮影。身近な地域の歴史にふれ、新しい発見があり楽しかった、と多くの皆

さまから感想を頂きました。ご参加下さった皆さまありがとうございました。 

古木の大樹に天狗が住むという伝説がある福王神社で

は「天狗のお祓い」を受けることができます。参加者

の皆さんも神妙な面持ちでお祓いを受けました。 

秋の大祭が催されている福王神社へは、急坂を

登った後、更に２００段の石段を登ります。 


